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新人看護職者におけるバーンアウ ト

― 動 機 づ け の 理 論 か ら の 考 察 ―

加 藤 栄 子

Abstract

lncreasedattentionhこISbeenpaidtottleissueorturnoveramongnewlygraduated

ntlrSeSWholeavetheirjobsattheinitialstageofemployment.Thisearlyturnovercanbe

attributedtoagapbet､､;eentheskillsacquireduponthecompletionofbasicnursing

educationandthoserequiredatacttlLllworkplaces.Retirementonhealthgroundshas

increasedasoneofthereasonsfわrtheturno､rer.Tllerearealsosignsofanincreaseinttle

numberofnewlygraduatednurseswhodevelopdepression.

lnau.ordancewithamendmentofthelawinコ009.novicenursesarerequiredtomake

elrortstoundertakepost-graduateeliniealtraillings.Thereisanurgentneed.ontheone

hand.tocreatean environ111entたIeilitこItingon-the-jobtrainingfornovicenursesこⅢd

improvethequalityofsuchtrainingateachinstitution.ltisalsoimportこInttOCOnSiderthe

frameworkこ111dmethodologyFornovicetrainingtoprel･･'entburnoutamongnewnurses.

ŜこIbaselilleStudyonsuctltrainings,thispaperdra≠･･S 川 1 m Oti＼･rationilndburnout

tlleOriesandt'eviewstheliteratureonburnoutamongnovice-1tlrSeStOllddresspertinent

issues,andexamineshowthefleetingof､burnouta1-一ongnt.Vicenut̀sesこIfTLletStheirwork

Continuation.

キーワー ド--新人看護職者 バーンアウ ト 動機づけ 職務継続

はじめに

新卒看護職員の入職後-年以内の離職率は､｢2009年病院における看護職員需給調査｣1)によ

ると8.9%である｡2004年の調査以降9%で推移 していたものが､初めて8%台となった (離職率

の算出方法 :当該年度の新卒退職者数/当該年度の新卒新規採用者教 則 00)｡看護職員の需給を

散 田巻く状況を見ると､少子化の進展により､新卒看護職員の大幅な増加を期待することは難

しく2)､新卒看護職員の入職後早期離職を防止することは､看護マンパ ワ-の確保とい う観点

からきわめで重要である3)o
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20掴 年新卒看護職員の早期離職等実態調査 4)によれば､｢仕事を辞めたいjと思った時期は

就職 して 3カ月複 と6カ月後が約 5割 と最も多かった｡その要因は､基礎教育終 r時点の能力

と看護現場で求める能力のギャップが 7割以上を占めていたO離職理 由は ｢健康上の理由｣に

よるものが増加する傾向にあったoさらに､就職後 3カ月には､うつ傾向が 3割存在 していた

とする報告もある5)Oバーンアウ トに陥ると退職離職が相次ぐようになることは研究報告で明

らかにされている6)o

このような背景を受けて､看護の質向上､医療安全の確保､早期離職防止の観点から卒後臨

床研修は不可欠であるとして､2004年から厚生労働省において検討会が進められ､2009年7月に

｢保健師助産師看護師法｣及び ｢看護師等の人材確保の促進に関する法律｣の改正において､

卒複臨床研修が､看護職本人､病院等の開設者 ともに努力義務化されたO今後は､新入看護職

員ガイ ドラインを基に全ての各施設において新入研修の環境を整えるとともに､研修の質向上

のための支援方策の推進を図ることが急務 となっているO -方で､新入看護職者がバ-ンアウ

トに陥らないための新入臨床研修の在 り方の検討も重要と言えるのではないだろうか｡

筆者は最終的には､新人看護職者のバーンアウ トに繋がっていると考えられる要因を踏 ま え

た新来臨床研修制度に関する実証研究を行 うことを目標 としているが､そのためにはいくつか

獅視点から理論を整理することが必要であろうOそれゆえ 本稿はその基礎研究と位置づげ､動

機づけ齢理論､バ-ンアウトの理論､新入看護職者から捉えたバ-ンアウト研究の視点から論

点を整理する｡その A二で､新入看護職者の職務継続にどのように影響 しているのか､また､そ

の課題を検討する｡

l 動機づけの柁諭とバ-ンアウ トの理論からの2つの視点

太は何かに動機づけられて組織の中 で 働 い ている｡ 逆に､バ-ンアウトに陥 り､意欲的に働

いていた太が､急速に動機づけの低 下 を 来 し､心身 の 症状が表出され働き続けることができな

くなることが起こる｡つまり新入看護職者の職務継続を検討する上で､この 2つの視点が影響

を及ぼし関与することが伺える｡ Ⅰ章では､｢動機づけ｣ と ｢バーンアウト｣を理解するため

に､数多くの動機 づけ研究とバ-ンアウト研究の中か ら､経営管理において関連の深い理論を

追っていく｡

1. 動態づけの理論からの視点

1li .l･,:嘱 づ廿とは

動機づけとは ｢太がなぜその行動をするのか｣を説明する概念であり､日常的なことばとし

ての ｢や る気｣や ｢意欲｣を問題にする際の心 理学用語である7)｡さらに､説明的な言い方を
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すれば､動機づけとは ｢何かをしようとする意志であ り､その行動ができることが条件づけと

なって､何 らかの欲求を満たそ うとすることj 8)であるo図 1に示すように､動機づけは欲求

が満足される過程として捉えることができる9)O欲求が満たされないと緊張が起こり､それが

心の内部で動因を生み出し､目標を探求する努力によって､その目標が達成 されると欲求が満

たされ､緊張を緩和 させることになるQ

図 1 動機づけのプロセス

出所 :字方比佐子､渡辺直曹編 『キャリア発達の心理学』､川島書店､2002年､節.82

より抜粋

動機づけを理解する視点は2つに大別できる｡lつは動機づけの ｢強度｣(intensity)に､も

うlつは動機づけの ｢方向性｣(direction)に注 目する視点である｡これは心理現象を心理的エ

ネルギーの ｢量｣ の問題 として捉えるだけではなく､｢何のた捌 こ｣｢何を｣ とい う行為の目的

や内容に注目する必要があるとしている 10)O

112 動機づけ研究

1)Maslowの欲求階層理論

MaSlow‖)が提唱 した欲求階層理論は､すべての人には成長を続けたいとい う生来の欲求が

あり､それ らを以下に示 した 5つの欲求階層構造 として位置づげ､低次の欲求が十分に満たさ

れてはじめて高次の欲求が実現するとしている｡

①生理的欲求 :空腹､渇き､保護､性など肉体的な欲求

②安全欲求 :身体的および精神的な障害からの保護 と安全を求める欲求

③社会的欲求 :愛情､所属､受容､友情などを求める欲求

④ 自尊欲求 :自尊心､自律性､達成感など内的要因､および地位､承認､注 目 等 外 的 要 因 に

よる欲求

⑤ 自己実現欲求 :成長､潜在能力の達成､自己実現をしたいといった欲求

これらの下位に位置づけられる欲求がすべて充足されると､これ らの動機による行動喚起は

なくなる｡他方､上位の動機づけが充足された段階では､満たされると関心がなくなるとい う

よりも､満たされるほど､一層関心を強化 さ れるので､成長動機 としてまとめている 12)｡Maslow
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の欲 求階層理論は広 く受け入れ られ､多くのマネジャ-が部下の動機づけに利潤 しているが､

残念なことに､調査研究では､この理論の正当性が--一一般的に認められていないとされている 13㌔

2)Alderferの ERG理論

Alderfer14)は Masiowが主張 した人の欲求満足化行動は､下位階層から上位へ段階的に移行

していき､この方向は不可逆的だとする考え方に修正を加えた｡欲求の次元を生存 (existence)㌔

関係 (Teiatedness)､成長 (grow洩)の 3つの欲求を特定し､それぞれの欲求の頭文字をとって

ERG理論 とよばれる｡｢生存欲求｣はMas蔓owのい う生理的欲求と安全欲求に､｢関係欲求｣は

愛情 と所属の欲求及び鉦尊欲求に､｢成長欲求｣は自律的な自尊欲求と自己実現の欲求が含ま

れている o

ERG理 論の特色は､欲求 が 澗 足 さ れ た 場 合にはより高次の欲求充足 m 願 望が増加 し､欲求

がプラス トレイ トされた場合 に は ､ 後 退 し てより低次な欲求を満 た そ う と す る傾向が強まると

い うブラス トレ-ション (欲求不満足)の概念を取 り入れている｡ ま た ､ 欲求 瑚 階層 を進むと

い うよりも､同時にあらゆるレベルに留まる可能性があると考 え ､2つ以上の欲求 水 準 が 同時

に働 くとい う立場をとっているoAideTfTeFの理論は､経営の現実場面での適応 も容易であり､

多くの実証研究が､この理論を支持 しているとされている 15)0

3)Herzbergの二要因理論

柑 eFZbergは入間の欲求には仕事に対 して動機づけとなる意欲要因 と､仕事に対する不満につ

な が る環境 (維 持 ) 要 因 の 2種類があり､これ らは無関係で別のものであると仮定 している｡

ま た､人 間が仕 事 に 不 満 を 感 じ ているときには､関心が作業環境に向けられるO他方､仕事に

満足して い ると き ､ 関 心 が 仕 事 そ の ものに関係 しているとした 16)｡表 1に示すように､会社

の方針や 監督 の 仕 方 ､ 対 人 関 係 ､作業条件､給与などは衛生要因であり､これ らが十分であれ

ば不満 は 抱 かな い が ､ 溝 足 さ せることにもならないと考えた｡仕事に対する動機づけを高めた

けれ ば ､ 物 事 の 達 成 や 承 認､責任､成長などを重視すべきだとしている｡

表 1 環境 (維持)要因と意欲 (動機)要因

意欲要因

仕事 自体

達成

達成を認められること

チャレンジングな仕事

責任の増大

成長と向上

維持要囚

方針と管理施策

監督のあり方

作業条件

対人関係

金銭､身分､安全

ト臣中二1'･′＼一一シ ,(､K･H･ブランチャーード､D･Cl･ジ三】ン､ノン::山本城 ∴
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山本あずさ訳 『行動科学の展開』新版､生産性出版､2002年､p.77 より抜粋

Herzberg の二要因説は､仕事の質を改善 し､ひいては労働生活の質そのものを高めようとす

るジ ョブ ｡デザインの考え方に大きな影響を及ぼすことになったが､概念や測定に関わる脆弱

さな どが しばしば批判されている 呈7)0

4)Atkinsonの 達 成動機づけ理論

Atkinson柑)は 達成行動を解明するためには､達成動機 と失敗回避行動を考える必要があると

して 2つの変 数を用いて以下のように定数化 した｡その人が難 しいことを成 し遂げようとする

達成要求が強いか弱いかによって行動を予言 している理論である｡

(∋達成傾向-達成欲求×主観的な成功確率×成功の誘因価

②失敗回避傾向-失敗回避欲求×主観的な失敗確率×失敗の誘因価

達成傾向から失敗回避傾向を差 し引いた変数の関数として達成行動が起こるとしてい る｡つ

まり､達成傾向が高く､失敗傾向が砥げれば達成行動を起こすだろうし､逆 に 達 成 行 動 が 低く､

失敗回避傾向が轟ければ､達成場面自体を避けるはずだとされて い る O 動 機 づ け を ､ 欲 求変数

(達成欲求､失敗回避欲求)､認知変数 (成功 ･失敗の主観的確率)∴ 情 動 変 数 (正 負 の 誘因価

値)の積 として位置づけている 19)0

5)Deciと Ryanによる自己決定理論

Deciと Ryanによる ｢自己決定理論 ｣ 20)は､元来､内発的動機づけに端を発 した理論であ

るが､現在では動機づけ全般にかか わ る理論 として発展 している｡ そこでは､生理的欲求と心

理的欲求を区別した上で､①有能 さ - の欲求 玩eed触 competenee:環境 と効果的に関わりな

がら学んでいこうとする傾向性)､②関係性への欲求 (needfわrrelatedness:他者や コ ミュニテ

ィと関わろうとする傾向性)､③自律性-の欲求 (needforautonomy:行為を自ら起こそうと

する傾向性)の3つのいずれも人が生得的にもっている心理的欲求 として特定 している21)｡

上淵は､｢自己決定理論｣のオ リジナ リティは､これらの心理的欲求がすべて成長に向けての

生得的な傾向性であり､これ らの欲求が同時に満たされる条件のもとで人は意 欲的にな りパ-

ソナリティが統合的に発達すると主張している点にあると説明してい る 22)｡

2. バーンアウ トの理論からの視点

2- 1 バーンアウトとは

旦970年代半ば米国では､医療､福祉の現場に携わる対人専門職の間の燃え尽き現象が話題

にされ始めた 23)｡以来､今 日まで,大きな社会問題 として様々な調査研究がなされてきた0

日本でも､1980年代に入って､医療従事者､特に看護職者の燃え尽き現象が研究されるよう

になった 24)0

-49-



新入者護職者におけるパ-ンアウト (加藤)

バーンアウ トは､研究者によってさまざま定義があるが､Maslachよると ｢長期間にわた り人

に援助する過程で､心的エネルギーが絶えず過度に要求された結果､極度の心身の疲労 と感情の

枯渇を主とする症候群であ り､卑下､仕事嫌悪､関心や思いや りの喪失などを 伴 う状態｣25)ど

され､また､Pinesと Aronsonによると ｢無丸感や絶望感､情緒的緊張､否 定 的 自 己 概 念､仕事

や人生あるいは周囲の入j再こ対する否定的態度により特徴付けられる身体的 疲 弊 ｣ 26)とされて

いる.:

久保 らは､ス トレスとの関係の研究において､バーンアウ トとは､｢過度で持続的なス トレ

スに対処できずに､張 りつめていた緊張が緩み､意欲や野心が急速に衰えた り､乏 しくなった

ときに泰出される心身の症状のことである｡燃え尽き症候群 と訳 されることもある｣ 27)とさ

れ､今まで元気に働いていた人が､突然､燃え尽きたように働かなくなる､あるいは､急にや

めて しま うことがあ り､これがバ-ンアウトであると説明 している｡

2.-2 バ-ンアウ トの熟 定

バ- ンアウ トの研究で最もよく用い られている尺度 として､Pines､Maslaehによって開発 さ

れ､日本版に翻訳､修正 したスケ-ルがある｡ ここでは､稲岡の翻訳による2つのスケ-ル 28)

か ら説明するO

1)PinesのTheBurnoutMeasure

pinesは､バ-ンアウ ト状態を特に身体的､心理的 事精神的疲弊 と捉え､これ らの 3つの観

点 か らTheBuTnOu をMea sureを作成 している｡漫983年に稲岡が翻訳､修正 され､身体的疲弊 (例 :

疲 れ やすい､力 を 使 い 果 た したような気持 ち になる､気が弱 くなる上 心理的疲弊 (例 :気 が

めい る､期待はずれ の 気 持 ちになる､投 げ や りの気持ちになる)､精神的疲弊 (例 :自分が嫌

になる､まわ りの太に対 して幻滅感や憤 り を 感 じる)を代表する2漫項 目からな り､｢まったく

ないHl点)- ｢いつもある｣(7点)の 7段階評価である｡算定法に基づ き 2.0-2.9点以下

が精神的に安定 した心身 とも健全､3.0-3,9点がバ-ンアウ トの瞥戒徴候がみられる､4,0-

乳9点はバ-ンアウ トに陥っている状態､5.0点以上は臨床的にうつ状態 と判定される｡ この

スケールの信 頼 性､妥当性は研究結果から検証されている0

2)Maslachの MaslachBurnoutlnventory(MBl)

MaslachBurnoutlnventory(以下､IBM)は､情緒的疲弊､離人化､自己成就の 3つの概念

とそれぞれの概念についてのサブスケールから構成 されている｡情緒的疲弊サブスケールは､

仕事による情緒的疲弊 ･情緒的エネルギ-の消耗程度を 9項目で､離大化サブスケ-ルは､援

助や治療､ケア､助言など行った対象に対する非入間化 した対応や感情を 5項 目で､自己成就

サブスケールは､対象に働きかけた自分の能力や成功体験を8項目で､それぞれ測定 しているO
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｢まったくない｣再 点)～ ｢毎日ある｣(7点)の 7段階評価であるo得点 は､それぞれ サ ブ

スケ-ル毎に集計され検討 されるO バーンアウトに陥った状態は∴情緒的疲弊サブ スケ-ルと

離大化サブスケールで高得点を､ 自 己成就サブスケールでは低得点を示す｡バーンアウ トの警

戒状態は､おのおののサブスケ ー ル に平均得点を示す｡精神的に安定した心身 ともに健全状態

は､情緒的疲弊サブスケ-′Lと離人化サブスケ-/Lで低 得点を､自Ll成就サブスケ-′Lでは高

得点をもって示されるO現在のところ得点の高い低 いは､正規分布における平均得点が上部 8

下部の 漫/3 を基準にしている｡各サブスケ-ルのα信頼度係数は0.60-0.90であり､信頼度

は高いとされている｡

Ⅱ. 新人看護職者におけるバ-ンアウ トに関する研究

Il章では､新人看護職者におけるバーンアウトに関する研究をレビュー L､研究テーマ､用

語の定義､研究方法 と研究対象者､研究結果を枠組み別に分類 し､整理 してい く ｡

1.文献検索の概豊と対象の洪定

200昔年-20ま1年までに､医学 中 央 雑 誌に掲 載 さ れ た 論 文を対象 とし､文献調査を行った｡

まず､キーワードに ｢新人 看 護 師 ｣ ｢バ ーンア ウ ト｣ を 入 力 し､論文種類を原著論文､分類を

看護に限定して検索 した (検索 日 時 20 1豊年 2月 8 日 )｡ その結果､19件が抽出された｡次に､

①調査対象が一般病院である､②調査方法が質問 紙 である､②論文の内容が新入看護職者のバ

ーンアウ トに関するもので､バーンアウトの要因について記載 されている､の 3つの条件で文

献を絞 り込み､条件を満たす 10件を分析対象とした く表 2)｡

2.文献検索の結果

21 1 ｢新人看護職者のバーンアウ ト｣に牒する研究テ-マ

研究テーマによる視点から､｢職場 適 応 の関 連 ｣ 29) ｢ァサ-ティプネスの関連 ｣ 30) ｢リア リ

ティ ･ショックの関連｣31日 自尊 感 情 の関連 ｣ 32) rス トレス反応の関連 ｣ 33) ｢職 業コミットメ

ン トの関連 ｣ 34) ｢離 職願望の 関 連 ｣ 35)の 7つの枠組みに分類された｡
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表 2 医学 中央 雑誌 に お け る新 人看護職 者 のバ ー ンア ウ ト等要 因 分析 研究

著者 対象 目的 方法 結 論

三輪 聖患 ､ 首都 圏 Jl 新 卒看護 師 の 2榊 6年 9月 - 10 職 場適応 に は ､看護 技術 -

他/20柑 15医療機 職 場適応 に関 月 調査 ､pirleSの の 自首言の程 度 ､愚者 か らの

関 に所属 連 す る要 因 を BuTnOutスケ- 感 謝 ､患者 の回復 ､燃 え尽

す る新 卒 明 らか にす るO ル稲 岡訳他 ､薮 き状態 ､職 務 満 足度 ､プ リ

看護 師 187塞 回帰分析 セ プ ター か らの支援 ､周 囲か らの支 援 が 関連 していたo蛋 回帰 分析 の結果 ､職場適応 に影 響 す る要 因は燃 え尽 き状 態 ､患者 か らの感 謝 ､ ロ-ル モデル 支援 が選択 され たo

丸山昭子､ 全大学病 太学病院の小 2003年 6月 と就 小 児科 看護 師 は､就職 当初

他/2009 院のうち 児科新卒看護 職 豆年後調査 ､ は他領 域 の新 卒看護 師 よ

病床数 400 師の特徴 と就 日本語版 MBI尺 りもアサ - テ イブネ スが

以上の20 職 1年後のアサ 度他､カイ二乗 低く､バ- ンア ウ トリス ク

施設の新 -テイブネス 検定､ロジステ が高かつたo就職 l年後 で

卒看護師 とバ-ンアウ イツタ回帰分析 は､他領域の新卒看護師 よ

I,ヱ03省 トの変化を明 りもアサ-テイブネスが

らかにするo 十号しバーンアウトリタは低くなったo

馬場さゆ A県内 500 新入看護師の ユ008.牛 10月- 看護基礎教育課程別では､

り/ユOOり 床以上の 5 リアリティシ 11月.調査､pines リアリティショック状態

施設に勤 ヨツタ要因や の Burnoutスケ に違いがなかったo看護教

務する新 リアリティシ -ル稲岡誹他､ 育内容の理解力では ｢臨 床

入着講師 ヨツタが看護 一元配置分散分 看護技術｣｢共通基 本 技 術 ｣

ltT7名 基礎教育課程､ 折､主成分分析､ の2成分が抽 出 さ れ た ○ ｢ 臨

看護教育内容 カイ二乗検定､ 床看護 技 術 ｣ の 理 解 力 が 高

の理解力の違 重回帰分析 い と ､ リ ア リ テ ィ シ ョ ッ ク

いによって異 要 因 の 心 理 的 要 因 ､ 技 術 的

なるのか明ら 要 因 ､ 社 会 的 要 因 が 低 い 傾

かにするo 向 が 見 ら れ た o

鬼滞典朗､ 公立のjj､ 新卒者と既卒 2007年4月 と 6 バ - ン ア ウ ト 状 態 は 就 職 3

他/2008 児専門病 者の就職直後 月調査､p i n e s の カ 月 後 に 新 卒 者 既 卒 者 共

院の新卒 と3カ月後にお Burnoutス ケ - に 増 加 し た O バ ー ン ア ウ ト

者 16名と けるバ-ンア ル稲岡訳 他 ､ t と 自 尊 感 情 に は 新 卒 者 の 3

既卒者 23 ウトと自尊感 検定､相 関 分 析 カ 月 後 ､ 既 卒 者 の 就 職 直 後

塞 情の変化と､そ と 3 カ 月 後 に 強 い 負 の 相 関

れらの関連を検討する○ が あ っ た o

藤原法子､ Å特定機 看護師の職業 2007年 9 月 に 調 ス ト レ ス 反 応 の 比 較 で は ､

他/2008 能病院に 性ストレッサ 蚕､M 別 を 参 考 新 人 看 護 師 に 抑 う り が 高

勤務して -とストレス に田尾 ら が 作 成 く ､ バ ー ン ア ウ ト の 3 尺 度

いる看護 反応の関係を､ した尺 度 他 ､ 分 と 職 務 満 足 は ､ 共 に 差 が な

師441名 新入看護師と 散分析 ､ 相 関 分 か つ た O 新 入 と 新 入 以 外 の
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ら明 らか にす サー は役 割 の暖昧 さで あ

る○ つたO

吾妻 知美 ､ 全大学病 新 卒看護 師 の 2003年 6月謂 コ ミッ トメ ン トの複 合 的

他 十ユ007 院 の うち 職 業 コ ミッ ト 蜜 ､20糾 年 6月 影響 要 因 は､給与､発寒 の

病沫 敬 400 メ ン トに影響 まで追跡 調甘 ､ 相 談相 手 の有無､アサ-チ

以 上 の 20 す る要 因 を明 日本語 版 MBl尺 イブネ ス ､バー ンア ウ ト

施設 の新 らか に し､早期 度他 ､ t検 定 ､ (個 人 的 達成感) で あっ

卒看護 師 に職 業 コ ミツ 多重 ロジステ イ たo職 業 に コ ミッ トメン ト

I,203名 トメ ン トす る ツタ解析 ､還 回 す るた め には､先輩看護 師

た めの支援 方 帰 分析 が相 談相 手にな り､仕事 の

法 を構 築 す るo 達成感 を もたせ るこ とが必要 で あ るo

清水 魔丁 ､ 外来勤務 ｢い ま どき｣ の 2005年 2月調 新 卒看 護 師の約 半数 に離

他 十2005 者せ 除 く 新 卒看護 師 の 査 ､pinesの 職願 望 があ り､辞 めたい と

新 卒看護 離職願 望 に関 Burnoutス ケ- 思 った時期 は 9月が最 も多

師 53名 連す る要 因 を ル稲 岡訳 他 ､相 く､次 いで 豆～2月であ っ

明 らか にす るo 関分析 たし また､離職願 望 と燃 え尽 き度 ､自尊感情 は関連 が認 め られ たo

糸嶺 一郎 ､ 全 大学病 大学病 院 に勤 2003年 6月 詞 リア リテ ィ 書シ ョックに関

他 /2006 院 の うち 務す る新 卒者 査 ､ 日本 語 版 連す る要因 と して､男性 ､

病床 数 400 護職 者 の ､ リア MBI尺度 他 ､多 病 院所 在地 が東京以外 ､身

以 上 の 20 リテ ィ .シ ヨツ 遷 ロジステ イ ツ 体 的疲 弊得点 4.17以上､

施設の新 クの実態 及 び タ回帰分 析 ､-.-.--- 仕事 量 が多い､職場 を変 わ

卒看護職 その関連要因 元配置分散分 りた い ､全 く別 の仕 事 に就

者1,203名 を明らかにす 折､カイ二乗検 きたい､アサ-テ イブ得 点

るo 定 22以下､であった○

鈴木英子､ 全大学病 大学病院に入 2003年6月調 アサ-テイブネスは､バ-
他/2005 院のうち 職した新卒者 登､日本語版 ンアウトリスクの全ての

病昧歌400 護職の職場環 MBI尺度他､.--..〟...- 下位尺度と関連していたO
以上の20 境及びアサ- 元配置分散分 職場環境で廿､職場満足､
施設の新 ティプネスと 析､多重ロジス 什事量､超過勤務､転職希
卒看護職 就職後3ヵ月 目 ティツタ回帰分 望､給料満足､リアリテ
i,203名 のバーンアウ 柿 イ書ショック､配置転換が

トリスクとの バ-ンアウトリスクと関

関連を明らかにするo 連があったo

大下佳代 病棟に勤 新人看護師の 1999年 11月- 新入看護師の6割以 卜がバ

千､他 務する新 ストレスの負 2000年2月謂 -ンアウト状態にあり､ス
/2001 入看護師 荷最とバーン 査､pinesの トレス要因が大きかつた

46名 アウトスケ- Burnoutスケ- のは ｢人命に関わる仕事内
ルを用いて､ス ル稲岡訳触､単 容｣｢仕事の困難さ｣｢連
トレス要因を 穐集計 絡 .コミュニケーション不

200浸年から2011年の医学中央雑誌より筆者作成

-53-



新人看護職者におけるバーンアウト 摘日藤)

2-2 ｢バーンアウ ト の定義

バーンアウ トに関する定義づけが 3件あ り､以下の内容 で あ っ た ｡FretldenbeTgeTが定義して

いる ｢人に援助する過経で､ 自ら理想 を 持 って熱心に取 り組 ん だ が ､ 自分の努力は報われず､

不満足な充足感のない状態に長期にわたって さらされるこ と で ､ そ の結果､無力感をもち､自

己嫌悪に陥 り､最終的には仕事-の意欲をすっか り失 っ た 状 態 ｣ 36㌦ Maslachが "長期間にわ

た り人に援助する過程で - I"と定義 しているが､研 究 対 象 者が就職 3カ月 目であ り､長期

間にわた り援助する過程に 達 しているとは言い難いため ｢新 卒看護職が対人的な援助に初めて

関わる中で心身の疲弊 と感 情 の 枯渇を呈 した状態｣37㌦看護師特有a)ス トレスに焦点 を当て ｢対

人的な援助の仕事に よ る 慢 性 的 なス トレスの結果､心身の疲弊 と感情の枯渇を豊する症 候群で

あ り無力感 書絶望感 や 白 己 卑 下 ･仕事や生活 もしくは他人-の嫌悪感を特徴 とす る｣ 38) とし

ていた｡他には､先行文 献 39)で リア リティ ･シ ョックとバ-ンアウ トスケールが関連 してい

ると報告 されていることか ら､リア リティ 書シ ョックの状態 として ｢実際の職場で仕事をはじ

めて､予 期 しなかった苦痛や不快を伴 う､しば しば耐 えがたい現実にI出くわ し､身体的､心理

的､社 会 的 に 榛 原 なショック症状｣40)と定義 していたものがあった｡

2-3 研究方法と研究対象 者

新人看護職者の対象者は､16名-1,203名であ り､l施設～20施設を対象 としているものま

であった｡対象を複数施設 としていた研究は 6割であったO

バーンアウ トの測定としては､Pinesの BuTnOuもスケ-ル (稲岡訳)5件､Masla油 の F∃本語

版 MBI尺度 4件､MBIに準拠 して関尾 らが開発 した尺度 1件であったo この うち 2件は リア

リティ 申ショックをバ-ンア ウ ト現象と捉えて用いていたO

質問紙による調餐期間は､4月 1件､6月 5件､9月 1性､9月～10月 1棒､10月～11月 1

作､llJj-コH l件､コH l作､就職 1牛後 l作､翌牛6Jjl件で万一t)､杜職 トiJH徒し/)調 査

が最 も多かった O この うち追跡調査を実施 していたものは 3件であつ藍o

21 1 7つ の 枠 組 み か ら分析 した 結 果

1) 職場適応の関連

職場適応の関連を検討 した文献は 漫件であった 4日｡職場適応には個人特性 として､燃え尽

き状態､看護技術-の自信及 び 成 疑 U ) 実 感 ､患者 の 感 謝 や 患 者 の病状の回復 といった肯定的反

応があったO環境特性 で は ､ プ リ セ ブ タ - からの支 援 ､ 周 囲 か ら の 支 援 ､ 職務満足が関連 して

いた｡職場適応 を 目 的 変 数 と し て 遷 回 帰 分 析を行 っ た 結 果 ､ 燃 え 尽 き 状 態 が ネ ガ テ ィブな影響
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を与え､患者からの感謝 とい う反応､ロールモデル支援がポジティブ な影 響 を与えていた と報

告 していた｡このことか らス トレス-の対応や看護技術向上-の支援 と共 に ､看護専門職 とし

て患者の期待 に 応 え､ 自 分を成長 させ､誇 りをもって働きたいとい う新 卒看護師の気持ちを萎

えさせず､む しろそのような姿勢をもつよ う促す支援の重要性を指摘 していた0

2)アサーテイブネスの関連

アサ-ティプネスの関連を検討 した文献は 2件であった 42)｡新卒看護師を小児科と他領域

と比較 した文献 43)では､小児科では就職当初はアサ-テイブネスが低 く､バーンアウ トリス

クが高かったが､就職 1年後には､アサ-テイブネス得点が上が り､バ-ンアウ トリスクは他

領域よりも低 くなったと報告 されていたQ小児科に配属希望する者は本来子供に感心が高 く､

自分のケアによって子供の快の感情がより引き出されるように努め､それが､患者の期待 され

る結果をより多くもた らし､さらに看護師 自身のケアの満足度を高め､酎言に繋がるとい う好

循環 とな りアサ-テイブネスな状況をもたらしたと捉えていた｡このことから小児科の新卒看

護師においては配属希望を優先することが重要であると示唆 していたO職場環境及びアサ-チ

イブネスとバーンアウ トリスクとの関連を扱 った文献 44)では､アサ-ティプネスは､バ-ン

アウ トリスクに影響を及ぼすことが明らか とな り､就職後早期から研修でアサ-テイブネスを

高めパ-ンアウ トを予防す ることが望まれると述べていた｡職場環境では､一般の看護職のバ

ー ンアウ トの関連要因と同様に､職場満足､仕事量､超過勤務､転職希望､給料満足との関連

が認められ､新卒看護職の特徴 としては､リア リティ ･シ ョック､配置希望がバ-ンアウ トリ

スクと関連があった｡配置希望が叶えられることは､仕事-の意歌-の影響が高いと考えられ､

可能な限 り希望の配置が叶 うように配慮する必要性を示唆 していた｡

3) リア リティ ･ショックの関連

リアリティ ･ショックの関連を検討 した文献は 2件 郷 であった｡看護教育内容の理解 力 と

の 関 連を扱 っ た文献 46)では､看護教育内容は､｢臨床看護技術｣の理解力が高 い と ､ リ ア リ テ

ィ ･ショック要因の心理的要因､技術的要因､社 会 的要因が低い傾向があっ た ｡ 従 っ て ､ 看 護

基礎教育で､｢臨床看護技術｣の内容 として､急 変 時の対 応､治療 ･処置技術など の 理 解 力 を

向 上させ ることが､リア リティ ･ショックの軽減 に 繋が ることを示唆 していたO大学病院の新

卒看護職者を対象にした文 献 47)では､ リア リテ ィ ･ショック要因 として､男性 ､病院所在地

が東京以外､身体的疲弊得点4.17以上､仕事量が多い ､職場を変わりたい､全 く別の仕事に

就きたい､アサ- テ ィプ得点 22以下､であったと報告 していた｡就職 3カ月 目は仕事量が多

いと感 じた り ､ 身 体 的 疲 弊 を感 じる時期であるが､単なる疲労ではなくリア リティ 書ショック

の 症状の可能 性 も 視 野に入れてサポー トする必要性 を指摘 していたC

4 ) 自尊感情の関連

自 尊 感情の関 連 を検討 した文献は 1件 48)であった｡バーンアウ ト状態は就職 3カ月後に新

卒 者 既 卒 者共に増加 し､バーンアウ トと自尊感情には新卒者の 3カ月後に強い負の相関があっ
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たと報告されていたOバ-ンアウ ト状態へ陥ること-の防呈出こは自尊感情を高めるような支援

が有効であることを示唆 していた｡

5)ス トレス反応の関連

ス トレス反応の関連を検討 した文献は2件 49)であったo新人以外の看護師と比較 した文献 50)

では､新人看護師に抑 うりが高く､バ-ンアウトの 3尺度と職務満足は差がなかった｡共にス ト

レス反応に関連があったス トレッサ-は役割の暖昧 さであったと報告していた｡また､直属の

卜司からの社会的支援に相関が見られたことから､特に新入にとって師産からの支援を受け自

信や安心感を持つことで､ス トレス反応が軽減されることを示唆していたOス トレス負荷畳と

ス トレス要因を検討 した文献 5りでは､新入看護師の 6割以上がバ-ンアウ ト状態にあり､｢人

命に関わる仕事内容｣｢仕事の困難 さ｣｢連絡 ･コミュニケーション不足｣が大きなス トレス要

因になっていた｡但し､バーンアウ トの値が高いのは､不慣れな職場環境や知識 ･技術の未熟

さから起こる新入時有の--時的なス トレスや自己嫌悪によるものなのか､それとも既にバ-汁

アウト状態なのかは､更なる検討が必要 とし ていた｡

6)職業コミットメン トの関連

職業コミットメン トの関連を検討 した 文 献 は ‖ 牛 52)であったoコミットメン トの複合的影

響要因は､給与､先輩の相談相手の有無､アサ-テイブネス､バ-ンアウト (個人的達成感)

であったと報告していた｡新卒看護師が職業にコミットメン トするためには､先輩看護師が相

談相手になり､仕事の達成感をもたせることが必要であることを示唆 していた0

7)離職願望の関連

離職願望の関連を検討した文献は 1件であった 53)O新卒者諸姉の約半数に離職願望があり､

辞めたいと思った時期は9月が最も多く､次いで 1-2月であった｡また､離職願望と燃え尽

き度､自尊感情に関連が認められたと報告 していた｡｢いまどき｣の新卒看護師は誉めて育て

るということが大切であると考えられるため､個射 こあった成長 ･発達を支援 し､モチべ-シ

ョンを落 とさないようにスキルを育てて支援 していく必要性を示唆 していた｡

Ⅲ. 考察

今回､検討した10年間の原著論文の件数からも､新人看護職者のバ←ンアウトの研究が注

目され続けてきていることを表していると言えるO 研 究テ-マの枠組みでは､看護基礎教育課

程との関連に焦点化 したテ-マも ま件あり､卒後 臨 床 研 修 制度がスター トした現状から､今後

の研究の進展に注目するところである｡

新人看護職者のバ-ンア ウ トの実態から見ると､筆者が 2008年に新入看護職者 52名を対象

に就職 3カ月後にPinesの Burnoutスケール (稲閲読)を用いて調査した結果では､バ-ンア

ウトに陥っている者が多く､全体の 65.4%であったoこの結果を見た限 り､不慣れな職場環
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境や知識 ･技術の未熟さに伴 う一時的なものなのか検討が必要であった｡しかし､同じ尺度を

周いた先行研究 5堵)と比較 しても､バ-ンアウト状態は 姻%-66.8%と差はあるものの､就職

6カ月後､l年後に6割以上が2件あり同様の傾向があると考えられたO稲岡 55)が 1984年調

査による20歳代の25.9%と比較 しても増加 していることは確かである｡この背景には､近年

の医療技術の高度化､在院日数の短縮化などに伴い､看護職に求められる能力や役割 も高まっ

てきている 0 --方 ､ 看 護基礎教終了時点の能力と就職後に看護現場で求める能力のギャップが

問題とな っ ている ことも新入看護職者のバ-ンアウ トを高めていると考えられるO延いては､

就職 l年以内の早期離職に繋がっていると言える｡

アサ-テイブネスの関連では､バーンアウトと職場満足は関連 していることを明らかにして

いた｡また､バーンアウトリスクに影響を及ぼすことから､就職早期から研修でアサ-ティプ

ネスを高めバーンアウトを予防する必要性を指摘 していた 56)｡これまでも多くの先行研究に

おいてバーンアウトと職務満足の負の相関関係は明らかにされている｡新入看護職者の職務継

続を研究する上で職務満足は欠かせない視点であるD 前述 した筆者の研究でも､新入看護職者

の職務満足に影響する要因を分析 した結果､ ｢看 護 管 理 システム｣｢病棟-の所属感｣｢患者 と

の人間関係｣｢自律性｣が抽出された｡これらは､バ-ンアウ トにも影響する要因と考えるこ

とができるoそれは ｢患者との人間関係｣という要因は､先行研究において,燃え尽き状態が

ネガティブな影響を与え､患者からの感謝とい う反応がポジティブな影響を与えていたとい う

報告 57)から､患者から感謝されることがケアの満足度を高め､自信に繋がっていると考える｡

新入看護職者にとって､成功体験が少 しずつ積み重ねられることで､｢誇 り｣の感情がもて､

吹-の達成動機となっていると言えるo自尊欲求が満たされる支援のあり方や新入研修の時期

についても研究を積み重ねていく必要がある｡

職業コミッ トメン トの関連では､新卒看護師は組織に対する愛着形成の途上にあることから､

組織コミットメン トからではなく､職業コミットメン トの側面から影響要因を検討 していた｡

その結果､給与､先輩の相談相手の有無､アサ-テイブネス､バーンアウ ト (個人的達成感)

が影響していたと報告 していた 58)｡ 新卒看護師の組織コミットメン トの実態は明らかにされ

ていないため今後の課題 と言える｡

リアリティ･ショックをバーンアウトの尺度で測定 していた研究が 2件あった｡稲岡は59)㌔

p豆nesの ｢燃え尽き尺度｣ は､身 体 的 疲 弊 ､心理的疲弊､精神的疲弊の 3つの観点か ら ｢燃 え

尽き現象｣を測定しているため､リアリティ｡ショックに陥っている看護者の身体的 中心理的 ･

精神的疲弊状態を測定 している可能性があると述べている｡ しかし､リア リティ･ショックは

身体的疲弊感 との関連が認められたが､情緒的疲弊感 ･享巨人間化､個人的達成感 とは関連が認

められなかったとの報告もある60)O先行研究をさらに追って探索する必要があるO

ス トレス反応の関連では､役割の暖昧さがス トレッサ一になっていたことが報告されている61)0

このことから新 入 看 護 職 者 に 対して直属の上司である師長は､個々が目指す目標が描けるように支
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援のあり方についても明らかにしていく必要がある｡

今後の研究課題

本稿は､経営管理 に お い て関連の深い動機づけの理論 とバーンアウ トの理論 及 び 過 去 10年

間の新入看護職者のバ - ンアウ トの関する研究を整理 し､現実にその理論が新入看 護 職 者 のバ

-ンアウ トにどのような影響があるのか考察 し､職務継続に影響する研究課題を提示 し た o

新入看護職者のバ-ンアウ トを捉える基 礎 研 究 は 学 問 領 域が広く､今後も引き続き基礎研究

を整理 していきたい｡最終的には､新入 看 護 職 者 の バ - ン アウ トに繋がっていると考えられる

要因を踏まえた新入臨床研修制度 に 関 す る実 証 研 究 を 行 い たいが､そのためには現段階で 考 え

られる概念枠組みを整理 す る こ とを課 題 と し ､ 本 稿 を終える｡
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